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Ⅰ　緒

ユリ属植物は北半球の大陸や島に広く自生する中温

性の植物であり、7節に96種が知られている1）。日本

原産のユリ13種は形態や交雑親和性から4つのグルー

プに分類される2）。

国内で主に流通しているユリは、草丈が大きく香り

は強いが花色が白、ピンク、赤しかないオリエンタル

系と花色が豊富にもかかわらず、花が小さく香りがな

いアジアティック系に加えて、播種から1年以内で開

花するが白花しかない新テッポウユリの3つに大別さ

れ、切り花、鉢物、花壇用として年間を通して需要が

ある。秋田県のユリ全体の生産は、平成15年度の栽培

面積26ha、生産額2億2千万円で、花き類ではキク

に次ぐ2番めに生産額の多い品目である。一方、他県

との競合があるためユリの生産者からは常にオリジナ

ル品種を望む声が強い。例えば新テッポウユリにアジ

アティック系の豊富な花色を導入するには通常の交雑

論
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……………143

では不可能で、子房親の雌ずいを短く切りつめ、タテ

に切れ目を入れて受粉する花柱切断受粉法がとられる。

しかし、この場合でも形成する胚は未熟であるため、

無菌的に摘出して培養しなければならない。

秋田県では、平成4年から胚培養技術を活用して、

花色、形状、香り等新しい形質右持ったユリ新品種の

育成を開始した。試験開始当時の技術は煩雑で胚の生

存率も低く、まず、胚培養技術の確立に取り組む必要

があった。さらに、遠縁交雑で花粉親を特定する雑種

性の確認技術の開発にも取り組んだ。

本報告では、胚培養および雑種性の確認に関して確

立した技術、母本として有用と思われる4倍体の新テッ

ポウユリの育成ならびに胚培養技術確立の段階で材料

としたアジアティック系ユリを用いて育成した品種の

概要について述べる。

（＊　秋田県立大学　生物資源科学部）



134 秋田県農業試験場研究報告　第45号（2005）

Ⅱ　基盤技術の確立

1．胚培養技術の確立

ユリの胚培養の歴史は古く、昭和50年代初めには

MS基本培地で培養する方法が紹介されている。しか

し、未熟胚特に初期段階の球状胚では生存率は極めて

低かった。その後、新テッポウユリの胚乳上で培養す

る保護培養3）が開発されたが、未熟胚の生育ステージ

に合わせた新テッポウユリの胚乳が必要であり、雑種

胚の数に対応して新テッポウユリの完熟胚を無菌的に

取り除く必要があるなど煩雑で雑菌混入の危険が増す

うえ生存率も低かった。カルスを経由することでいわ

ゆる培養変異が発生することが多くの植物において報

告されている4）が、多少カルス化しても枯死を回避し

て開花検定できる植物体をより多くするため、ユリ育

種を開始するにあたり胚培養技術の確立に取り組んだ。

試験1　新テッポウユリの胚培養（1996年度）

遠縁交雑で得られる胚の数は少なく、熟度も球状胚

表1「雪山1号」の胚培養結果（1996年度から抜粋）

から棒状胚まで幅広く屈曲などの変形もみられるため、

まず、材料を獲得しやすい新テッポウユリを用いて保

護培養を必要としない培養方法についてピクロラム、

カイネチンの濃度組み合わせを検討した。

1．供試材料

「富山1号」の成熟胚（自家受粉後6週）および球

状胚（自家受粉後4週）

2．試験区

ピクロラム、カイネチン各0～2mg／Lの5段階の

組み合わせ

3．培養条件

3％ショ糖、0．7％寒天添加のMS培地、23℃、2，000

Lux、16時間照明

4．結　　果

表1に胚の成熟度別のカルス形成率、茎葉形成率、

最大葉長を示した。成熟胚のカルス形成率はビクロラ

ピク ロ ラ ム　　 カ イ ネ チ ン

成　　　 熟　　　 胚 球　　　 状　　　 胚

カ ル ス　　　　 茎 葉　　　　 最 大 カル ス　　　　 茎 葉　　　　 最 大

（喝 ／ L ）　 （喝 ／ L ）
形 成 率　　　 形 成 率　　　　 葉 長 形 成 率　　　 形 成 率　　　　 葉 長

（％ ）　　　 （％）　　　 （皿 ） （％ ）　　　 （％）　　　 （皿）

0　　　　　　　 0 0　　　　　　 80　　　　　 4 ．8 0　　　　　　 50　　　　　　 3 ．0

0 ．0 1　　　　　　 0 0　　　　　 100　　　　　 3 ．4 50　　　　　　　 0

0 ．1　　　　　　 0 0　　　　　 100　　　　　　 5 ．8 100　　　　　　　 0

1　　　　　　　 0 100　　　　　　　 0 50　　　　　　　 0

2　　　　　　　 0 100　　　　　　　 0 50　　　　　　 50　　　　　　 0 ．1

0　　　　　　 0 ．0 1 0　　　　　　 60　　　　　 3 ．0 50　　　　　　 50　　　　　 0 ．2

0 ．0 1　　　　　 0 ．0 1 0　　　　　 10 0　　　　　　 2 ．8 50　　　　　　 50　　　　　 3 ．0

0 ．1　　　　　 0 ．01 0　　　　　　 8 0　　　　　 3 ．0 0　　　　　　　 0

1　　　　　 0 ．01 100　　　　　　 6 0　　　　　　 0 ．8 100　　　　　　　 0

2　　　　　　 0 ．0 1 100　　　　　　　 0 0　　　　　　　 0

0　　　　　　 0 ．1 0　　　　　　 6 0　　　　　　 2 ．3 50　　　　　　 50　　　　　 0 ．3

0 ．0 1　　　　　 0 ．1 0　　　　　 10 0　　　　　 2 ．8 50　　　　　　 5 0　　　　　 1．0

0 ．1　　　　　 0 ．1 40　　　　　　 6 0　　　　　 1．4 50　　　　　　 5 0　　　　　 2 ．0

1　　　　　　 0 ．1 0　　　　　 10 0　　　　　 3 ．2 50　　　　　　　 0

2　　　　　　　 0 ．1 100　　　　　　 2 0　　　　　　 0 ．1 50　　　　　　　 0

0　　　　　　　 1 20　　　　　　 6 0　　　　　 2．2 0　　　　　　　 0

0 ．0 1　　　　　 1 0　　　　　 10 0　　　　　 3 ．4 0　　　　　　　 0

0．1　　　　　 1 6 0　　　　　　 4 0　　　　　 0 ．8 0　　　　　　　 0

1　　　　　　 1 4 0　　　　　　 6 0　　　　　 1．6 100　　　　　　　 0

2　　　　　　 1 10 0　　　　　　 6 0　　　　　 0．6 0　　　　　　　 0

0　　　　　　　 2 0　　　　　 10 0　　　　　 4 ．0 0　　　　　　　 0

0 ．0 1　　　　　　 2 0　　　　　 10 0　　　　　 2．5 0　　　　　　　 0

0 ．1　　　　　　 2 2 0　　　　　　 6 0　　　　　 1．6 10 0　　　　　　　 0

1　　　　　　　 2 10 0　　　　　　　 0 10 0　　　　　　　 0

2　　　　　　　 2 6 0　　　　　　 6 0　　　　　 0 ．9 0　　　　　　　 0
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ム濃度が高くなるにつれて高くなり、茎葉形成率はピ

クロラム濃度が0．1mg／L以下の処理区で高くなる傾向

が認められた。最大葉長（試験管内で最も伸長した葉

の長さの平均値）はピクロラム濃度が高くなると劣る

傾向がみられた。球状胚のカルス形成率には一定の傾

向がみられなかったが、茎葉形成率および最大葉長は

ピクロラムおよびカイネチンをそれぞれ0．01～0．1mg

／L添加した培地で大きくなった。以上の結果より、

新テッポウユリでは胚の熟度に関係なく、ピクロラム

およびカイネチンを各0．1mg／L添加したMS培地にお

いて、効率的に幼植物体を得られることが明らかになっ

た。

試験2　遠縁交雑未熟胚の生存率向上に関する試験

（1998年度）

試験1の結果をもとに、遠縁交雑の胚を用いてピク

ロラムおよびカイネチン添加培地の有効性を保護培養

と比較検討した。

1．供試材料
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「ホワイトランサー」×「スターゲザー」の未熟胚

（2mm以下）

2．試験区

①保護培養（新テッポウユリ胚乳上で培養）

②ピクロラム、カイネチン各0．1mg／L

③保護培養＋ピクロラム、カイネチン各0．1mg／L

④無処理（ホルモン無添加の基本培地上で培養）

3．花柱切断受粉法

雌ずいを15～20mm残して切断し、子房に向かってカ

ミソリで切れ目を入れ、さらに受粉面を大きくするよ

うに斜めに削いだ。花粉を切断面に塗布し、セロファ

ンテープで閉じて乾燥と他品種の花粉混入を防いだ。

4．培養条件

試験1と同じ

5．結　　果

図1に遠縁交雑で育成した未熟胚の生存率、カルス

形成率、茎葉伸長率、生育量を示した。胚の生存率は

②ピクロラム、カイネチン各0．1mg／L区が87．5％で最
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図1未熟胚の培養方法が（A）生存率、（B）カルス形成率、（C）茎葉伸長率、（D）生育量に及ぼす影響
NC：保護培養

PK：ピクロラム、カイネチン各0．1mg／L

NC＋PK：保護培養＋ビクE）ラム、カイネチン各0，lmg／L
COnt．：無処理
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もすぐれ、次いで①保護培養の80％であった。胚のカ

ルス形成率は保護培養の有無に関係なくピクロラム、

カイネチン添加区で50％以上、無添加では10％以下で

あった。茎葉伸長率（茎葉を形成した試験管の割合）

は①保護培養が80％で最もすぐれ、次いで（診ピクロラ

ム、カイネチン各0．1mgノLであった。最大葉長は保護

培養した区で、最大根長はピクロラム、カイネチン添

加区ですぐれる傾向がみられた。以上の結果より、生

存率が高く、茎葉伸長率が保護培養に近いことから、

遠縁交雑においても②ピクロラム、カイネチン各0．1

表2　遠縁交雑個体の開花調査（1996年度から抜粋）

mg／L添加のMS培地が適し、本培養法は複数の節に

おいて胚の熟度に関係なく用いることができ、保護培

養を必要としないと思われた。、

2．雑種性の確認

新テッポウユリにアジアティック系ユリを交雑して

胚培養で育成した3個体が、平成8年度に初めて開花

した。子房親はいずれも「富山1号」であり、花粉親

が「佐渡紅」の個体をR・S95－1、花粉親が「コート

ダジュール」の2個体をそれぞれ「R・C－1」、「R・C－2」

とした（表2、写真1）。

子房親　　　　花粉親　　　　草丈

株名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cm）

R・S95－1　富山1号　　　　佐渡紅

R・C－1　富山1号　コートダジュール

R・C－2　　雷山1号　コートダジュール

0
　
　
4
　
　
8

3
　
　
3
　
　
3

胚培養によって得られた遠縁交雑個体が雑種個体で

あること、すなわち、花粉親の遺伝子を持っことを証

明する方法について検討した。まず、アイソザイム分

析により、次いでRAPD（random amplified

polymorphic DNA）分析5）を試みた。

1）アイソザイム分析

（1）供試材料

子房親：新テッポウユリ「富山1号」

花粉親：アジアティツク系ユリ「佐渡紅」

雑種個体：R・S95－1

（2）アイソザイム分析

供試材料の葉を採取し、新鮮重の5倍量の0．01Mリ

ン酸緩衝液（pH7．0）とともに摩砕し、15，000rpm、4℃

で15分間遠心分離した。

上清20FLLをPharmaciaの水平型電気泳動システム

（MultiphorⅡ）およびAmpholine PAG Plate（pH3．5～

pH9．5）を用い、10℃で等電点電気泳動（2mA／cm，

1．2W／cm，1，500V，90分）した。

泳動後、酸性ホスファターゼはα－ナフチルリン酸

25mg、ファーストガーネットGBC70mg、0．2M酢酸

緩衝液（pH5．0）50mL中で28℃で活性染色した。また、

ベルオキシダーゼは3，3㌧ジアミノベンジジンー4HC125

mg、30％H20283FLL、0．2Mリン酸緩衝液（pH6．0）50

mL中で28℃で染色した。

（3）結　　果

図2にベルオキシダーゼの電気泳動パターンを示し

た。新テッポウユリ「雷山1号」、アジアティック系

ユリ「佐渡紅」のベルオキシダーゼは比較的異なる泳

動像を示し、＊をつけたバンドが花粉親「佐渡紅」と

雑種個体に共通で、子房親「雷山1号」には見られな

いことから、この個体R・S95－1が雑種であると確認

できた。

図2　ベルオキシダーゼの等電点電気泳動パターン
1：雪山1号
2：R・S95－1

3：佐渡紅

2）RAPD分析による節および品種の識別ならびに

雑種性の確認

（1）供試材料

以下に示した3節10品種を用いて、RAPD分析によ

る節および品種の識別が可能であるか検討した。また、

アイソザイム分析と同じ材料にRAPD法を適用して、

雑種性の確認を行った。
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節　　　　　　　　　　　∫節内種間雑種

Archelirion一一・一・一一一一一・・一・”・一・一一一日・・・一一・一，”・Oriental hybrid・

①「ヤマユリ」　　　　　　②「ル・レーブ」

③「ロサト」

SinomartagonT””一一一日”一一一一一日－一一一一一一一Asiatic hybrid

④ヒメユリ「アキタヒメユリ」　⑤「コートダジュール」

⑥「佐渡紅」

⑦「モンブラン」

Leucolirion b一一一一…一・…一一一一一一一…－L”…・一一Longiflorum hybrid

⑧「八ヶ岳」

⑨「富山1号」

⑩「富山2号」

（2）核酸の抽出

0．1～0．2gの新鮮葉を採取し、CTAB法6）により核酸

を抽出した。最終的に50～100／JLのTE緩衝液に溶か

した。

（3）RAPD分析

プライマーはDNA Oligomer（12）Set（ニッポン

ジーン）のAOl，A02を用いた。PCR（polymerase

chain reaction）を以下の条件で行い、試料を2％アガ

ロースゲル電気泳動した。

反応液の組成

滅菌蒸留水

10×PCR緩衝液＊

2．5mM dNTP

5U／〟L Taq DNA合成酵素

20JJMプライマー＊＊

核酸溶液

15〟L

2〟L

l．6〟L

O．5〝L

O．5〝L

O．4〟L

＊100mM Tris－HCl，pH8．3，

500mM KCl，15mM MgC12
＊＊AOl：TGCACTACAACA

AO2：GGCATGGCCTTT

反応条件

95℃，3分
J

93℃ l
，

・

－

山

▼

　

　

　

　

　

l

（
ソ
】℃27

一

■

、

二

　

」

．

40サイクル

J

72℃，5分
J

4℃，保持

（4）結　　果
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プライマーAOlを用いた10品種のRAPD電気泳動像

を図3に示した。節の異なる種の識別はパターンの違

いから可能であった。

Longiflorum hybrid（Leucolirion b節）に属する3一

品種（レーン8～10）の泳動パターンは互いに似ており、識

別は不可能であった。Archelition節（レーン1′－3）、Sino

martagon節（レン4～7）では、品種間の相違が大きく、

品種の識別は可能であった。

そこで、R・S95－1の雑種性についてRAPD法によ

り検定した。図4はプライマーAOlを用いたRAPD電

気泳動像であるが、＊をつけた4カ所のバンドが花粉

親「佐渡紅」と雑種個体に共通でかつ子房親「富山1

号」にはないことから、この個体が「富山1号」と

「佐渡紅」の雑種個体であると確認された。

M12　3　4　5　6　7　8
M：分子量マーカー
1：ヤマユリ

2：ル・レーブ

3：ロサト

4：アキタヒメユリ

5：コートダジュール

6：佐渡紅
7：モンブラン
8：八ヶ岳
9：富山1号
10：雷山2号

図3　ユリのRAPDの電気泳動パターン

図4　RAPD電気泳動像
M：分子量マーカー
1：「常山1号」
2：R・S95－1

3：「佐渡紅」
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3．有用母本の育成

遠縁交雑ユリの先駆的品種である「ロートホルン」

はテッポウユリを子房親、アジアティック系ユリを花

粉親とするLAタイプで、子房親の非還元配偶子が交

雑した3倍体であることが知られている2）。そのため、

花型も他のLAタイプ品種と異なり簡咲き性が強く表

れる7）。リン片をコルヒチンに浸漬した後に培養土に

挿して4倍体を得る方法2）や培養中のリン片に処理す

る方法は明らかになっているさ）ので、3倍体を効率的

に作出する母本育成を目的に、新テッポウユリの胚を

培養中にコルヒチン処理する方法を検討した。

1）供試材料

新テッポウユリ「富山1号」の上向き性による選抜

株の自殖後代の完熟種子から摘出した50個の成熟胚

2）培養経過

無菌的に取り出した胚を0．05％（W／V）コルヒチン添

表3　コルヒチン処理個体の開花時生育

加のMS培地で1週間培養後、MS基本培地に継代し

た（1999年）。生育した幼植物体を鉢上げし球根を養

成した（2000年）。

3）倍数性確認

プロイディーアナライザー（PartecPA型）によっ

て葉を分析して倍数性の判定を行った。

4）結　　果

コルヒチン処理50胚のうち、7個体が開花個体に生

育した。開花時の草丈はすべての株が100皿前後であ

り、花の向きはいずれの株も垂直に対して300以内と

上向きであった。通常の2倍体に比べ花被の周縁部に

細かな欠刻がみられ、葉が厚いことが観察された（表

3、写真2）。プロイディーアナライザーによるピー

ク位置の検出結果から7株すべてが4倍体であると推

定された（図5）。

花角度

（対垂直）　　　　　　　　　　　　（月．日）
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0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

c

 

c

 

C

 

C

 

C

 

C

 

C

I

 

l

 

l

 

I

 

l

 

l

 

I

6
　
　
5
　
　
7
　
　
0
　
　
6
　
　
1
　
　
0

0
　
　
0
　
　
0
　
　
1
　
　
1
　
　
0
　
　
1

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

4
　
　
5
　
　
7
　
　
0
　
　
4
　
　
6
　
5

7
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
7
　
　
6
　
6

6月11日
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図5　DNA含量測定（左：青山1号、右：コルヒチン処理個体）
ヨコ軸はDAPHこよる蛍光強度、タテ軸は核の検出個数を示す
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Ⅱ　育成品種・系統の概要

ユリは装飾法の変化等により多彩な花型、花色の品

種が求められている。そこで、種々の花色の母本を用

いて新規性のある花色や花型の品種育成に取り組んだ。

試験期間を通じ、遠縁交雑で491個体を育成し、花色

など形質の優れる19系統を選抜した（表4、写真3）。

また、培養系確立時に材料としたアジアティック系ユ

リ「メントン」、「コネチカットキング」、「サンセル」

の相互交雑胚から育成した「アキタクイーン」を登録

し（第11525号）、「秋田プチクリーム」、「秋田プチレ

モン」、「秋田プチゴールド」を登録申請した。

1．「アキタクイーン」の育成

1）育成経過

1992年に淡オレンジ色の「メントン」を子房親、花

色に濃淡のある「コネチカットキング」を花粉親とし

て交雑し、形成した胚を培養した。1993年に生育した

植物体を順化・鉢上げし、球根養成を開始した。1995

表4　アキタクイーンの特性一覧
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年に花色、花容がすぐれる1個体を選抜し、Me・Co

92－5とした。また、木子の生長点培養により培養増殖

をした。1998年に二次選抜を行った。また、培養増殖

個体の形質が均一であることを確認した。2000年に特

性調査を実施し、2001年に品種登録を出願した（図6）。

育成品種名

1992　1995　1998　2000　2001

平4　平5　平10　平12　平13

アキタクイーン
交雑

培養

一次

選抜
l

二次

選抜

特性

調査

登録

申請

図6　アキタクイーンの育成経過
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2）一般特性

この品種は明橙色の切り花向き品種である（写真4）。

季咲きの開花期は6月下旬、開花時の草丈は高、茎の

径はやや太く、茎の色は上中部が淡緑、下部が緑であ

る。茎の毛じは無、節間長は茎の中央部および止葉下

ともに狭い。上乗は緑の長楕円形で覆輪はない。葉序は

3／8で葉幅、葉長ともにやや大きく、着生角度は15

～290　で毛じゃ白粉はない。りん茎は白の先尖扁円形

で、りん片の幅は小、長さはやや大、厚さは中である。

珠芽の着生はなく、木子の着生は多い。つぼみの形は

Ⅳ型、花の向きは15～290、複散形花序のスカシユリ

型で一重、」花径、内外花被の幅、長ともに中である。

花弁の地色は明橙（JHSカラーチャートNo．1304）で、内外

花被の斑点博ない。特徴として、①草丈が大きく、十

表5　アキタクイーンの特性一覧

分華切花長やiとれる、②茎が全体に緑で草姿のバラン

スがよいご③花容が整って上向きに咲くため飾りやす

いことが上げられる（表5）。

2．「秋田プチクリーム」の育成

1）育成経過

1992年に「コネチカットキング」を子房親、「メン

トン」を花粉親として交雑し、形成した胚を培養した。

1993年に生育した植物体を順化・鉢上げし、球根養成

を開始した。1995年に花色が淡黄色で薪の生育が不完

全な1個体を選抜し、Co・Me92－1とした。また、木

子の生長点培養により培養増殖をした。2001年に二次

選抜を行った。また、培養増殖個体の形質が均一であ

ることを確認した。2002年に特性調査を実施し、2003

年に品種登録を出願した（図7）。

区　分　　　　　育成品種　　　　　　　　　　　　比較品種

形質　■　　　品種名　　　　アキタクイーン　　　　　　メントン　　　　　コネチカットキング

開花期　　　　　　　　　　　6月23日 6月20日

草丈：全長（cm）

茎の色（上部）

茎の色（中部）

茎の色（下部）

止棄下の離間長（皿）

m
納
摘
緑
4
7
・

9

9
9
・

6
網
棚
綱
6

9
・
6

葉　序

葉の形．

花の向き5（0）

花色：花弁の地色

花色：JHSカラーチャート

内花被の斑点（個／枚）

年　次　　　1992

育成品種名　　　　　　　平4

9
5
　
7

1
9
　
平

9
7
　
9

1
9
　
平

1
　
　
3

0
　
　
1

2
0
　
平

2
　
　
4

0
　
　
1

2
0
　
平

3
　
　
5

0
　
　
1

2
0
　
平

秋田プチクリーム

秋田プチゴールド

秋田プチレモン

図7　秋田プチクリーム、秋田プチゴールド、秋田プチレモンの育成経過
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t．2）「一般特性

・この品種は明緑黄色の切り花向き品種である（写真

5）。季咲きの開花期は6月中旬、開花期の草丈はや

や低、茎の径はやや細く、茎の色は上部が淡褐色、中

下部が褐色である。茎の毛じは無、節間長は茎の中央

部でやや広く止葉下でやや狭い。葉は淡緑の長楕円形

で覆輪はない。葉序は3／8で葉幅、葉長ともに中で

ある。着生角度は600　で毛じゃ白粉はない。りん茎は

白の卵形で、りん片の幅は中、長さはやや小、厚さは

中である。珠芽の着生は1／4未満で木子の着生は少

ない。つぼみの形はⅣ型、花の向きは60～800、複散

形花序のスカシユリ型で一重、花径、内外花被の幅、

長さともに中である。花弁の地色は明緑黄色（JHSカラー

チャートNo．2705）で、内外花被の斑点はない。花房基部

の花には薪がなく上部の花に不完全な薪を形成する。

花粉の色は黄褐色である（表6）。
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3．「秋田プチゴールド」の育成

1）育成経過

1992年に「コネチカットキング」を子房親、「メン

トン」を花粉親として交雑し、形成した胚を培養した。

1993年に生育した植物体を順化・鉢上げし、球根養成

を開始した。1997年に濃黄色で長い花房で無花粉の1

個体を選抜し、Co・Me92－26とした。また、木子の生

長点培養により培養増殖をした。2001年に二次選抜を

行った。また、培養増殖個体の形質が均一であるこ，と

を確認した。2002年に特性調査を実施し、2003年に品

種登録を出願した（図7）。

2）一般特性

この品種は鮮橙黄色の切り花向き品種である（写真

6）。季咲きの開花期は7月上旬、開花期の草丈は中、

茎の径はやや細く、茎の色は上中部が淡緑色、下部が

淡褐色である。茎の毛じは無、節間長は茎の中央部で

表6　秋田プチクリーム、秋田プチゴールド、秋田プチレモンの特性一覧

区　分　　　　　　　　育　成　品　種　　　　　　　　　　比　較　品　種

形　質　　品　種　　秋田プチクリーム　秋田プチゴールド　秋田プチレモン　　メントン　　コネチカットキング

開花期　　　　　　　6月17日　　　　7月1日　　　　6月22日　　　　6月29日　　　　6月21日

草丈：全長（皿）

茎の色（上部）

止葉下の節間長（Ⅶ）

葉のねじれ

葉幅（皿）

葉長（cm）

葉色

葉の着生角度（対垂直）

机
1
5
・
0
9
・2
綱
紆

机
1
4
・
4
1
0
・
8
線
0

。

0
0

机
1
1
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6
9
・5
摘
貯

机
1
5
・
2
9
・3
緑
が

l

机
1
1
・
8
9
・1
摘
9
。
。

一花茎当たりの花数

花の向き（対垂直）

花径（皿）

碍色：花弁の地色

花色：JHSカラーチャート

内花被の斑点（個／枚）

薪の色

窮の長さ（皿）

花粉の色

5
・
8
監
帽
等
計
器

8
・
6
7
。

急
帽
警
二
【

7
・
6
Ⅳ
肌
暇
2
5

。
7
竺
－

9
・
。
紆
皿
槻
1

6
。
4
1
3
・

3
紫
1

2
・
。
捕

・
9
・
8
4
5。
㈲
糊
等
褐
1
。
・

4
粥

＊花房上位のみにみられる。
調査場所および調査年次：農業試験場ガラス網室（大潟村）・平成14年
定植：平成13年12月10日、15×15cmのベット栽培
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広く、止葉下で狭い。葉は緑の長楕円形で覆輪はない。

葉序は3／8で葉幅は中、葉長はやや大である。着生

角度は800　で毛じゃ白粉はない。りん茎は白の先尖円

形で、りん片の幅はやや大、長さ、・厚さは小である。

珠芽の着生は1／4未満で、木子の着生は少ない。つ

ぼみの形はⅣ型、花の向きは60～890、総状花序のス

カシユリ型で一重、花径、内外花被の幅、長さともに

中である。花弁の地色は鮮橙黄色（JHSカライトトNo．

2205）で、内外花被の斑点は少なく、薪の形成はない

（表6）。

4．「秋田プチレモン」の育成

1）育成経過

1992年に「メントン」を子房親、「コネチカットキ

ング」を花粉親として交雑し、形成した胚を培養した。

1993年に生育した植物体を順化・鉢上げし、球根養成

を開始した。1995年に鮮黄色で帝のない1個体を選抜

し、Me・Co92－64とした。また、木子の生長点培養に

より培養増殖した。2001年に二次選抜を行った。また、

Ⅳ　考

本試験を通して、遠縁交雑ではこれまで不可欠とさ

れてきた煩雑な保護培養が、培地中に添加する植物ホ

ルモンにより代替させることが可能なことを明らかに

した。今後の遠縁交雑では、交雑したさく果の成熟度

に留意すればよく、培養が簡便に行え、大量の材料を

短時間に処理しなければいけない育種の現場において

は、大きな進歩である。また、RAPD分析により雑種

性を、時期を選ばず迅速かつ正確に判定することが可

能なことを明らかにした。さらに、遠縁交雑の先駆的

品種である「ロートホルン」がテッポウユリゲノムを

1対持っ3倍体であることを念頭において、子房親と

して用いられることが多い新テッポウユリの選抜株を

コルヒチン処理して4倍体を育成した。現在、国内で

は球根価格の低迷により球根養成農家が激減している。

しかし、4倍体新テッポウユリの持っより小球で開花

し球根養成が短期間で済む性質を強く受け継いだ、3

倍体品種や簡咲き性の強い品種の育成が可能と思われ

培養増殖個体の形質が均一であることを確認した。20

02年に特性調査を実施し、2003年に品種登録を出願し

た（図7）。

2）一般特性

この品種は鮮黄色の切り花向き品種である（写真7）。

季咲きの開花期は6月下旬、開花期の草丈はやや低、

茎の径はやや細く、茎の色は上部が淡緑色、中下部が

淡褐色である。茎の毛じは無、節間長は茎の中央部で

大きい。葉は淡緑の長楕円形で覆輪はない。葉序は3

／8で葉幅、棄長はともに中である。着生角度は900

で毛じゃ白粉はない。りん茎は白の先尖円形で、りん

片の幅、厚さは中、長さは小である。珠芽の着生は1

／4未満で、木子の着生は少ない。つぼみの形はⅣ型、

花の向きは60～890、複散形花序のスカシユリ型で一

重、花径、内外花被の幅、長さともに中である。花弁

の地色は鮮黄色（JHSカラーチャ小No．2507）で、内花被の

斑点は極少、外花被の斑点は無で、薪の形成はない

（表6）。

る。また、先に育成された「秋田プチホワイト」は無

花粉であることがセールスポイントとなっているため、

本研究で育成した「秋田プチクリーム」、「秋田プチゴー

ルド」、「秋田プチレモン」の3品種はこれとセット販

売が考えられ、今後、種々の花色の無花粉ユリを育成

することで「無花粉ユリの秋田」のブランド化が期待

できる。また、選抜した遠縁交雑系統は球根増殖後に

特性調査をする予定である。最後に、ユリの遠縁交雑

で得られる胚は1さく果あたり最大で4～5個と非常

に少ない。万が一の枯死に備えるとともに選抜系統を

速やかに増殖できるように、当初は培養中の分球を予

備球として保存培養していたが、培養スペースなどの

制限要因により中止している。このため、枯死株の再

現が不可能になるとともに、選抜系統を再度培養して

増殖するまで特性検定できない状況にある。より速や

かな成果の伝達のためにも改善が必要と思われる。
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Ⅴ　摘

1．ユリの遠縁交雑の胚培養には、ピクロラム、カイ

ネチン各0．1mg／L添加のMS培地を用いることで、

これまでの保護培養と同等の生存率、生育が得られ

る。

2．雑種性の確認は、両親と育成個体の葉をアイソザ

イム分析またはRAPD分析することにより容易に行

える。

3．小球開花性と簡咲き性を持っ遠縁交雑個体の育成

を目的に、培養中の胚に対する0．05％コルヒチン処

本研究は、平成3年9月に開設された秋田県生物資

源総合開発利用センターの研究課題「胚培養によるユ

リの品種育成」に始まり、機構改革により農業試験場

の研究課題「ブランド花き・地域特産花き等の新品種

育成」として実施されたものである。組換えDNAに

対する風当たりが強い現況であるが、バイオテクノロ

ジーの持っ幅広い分野への可能性を認識してほしい。
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理で新テッポウユリの4倍体を育成した。

4．本研究で491の遠縁交雑個体を育成し、19系統を

選抜した。

5．アジアティック系ユリで、明橙色の「アキタクイー

ン」、明緑黄色で花粉の出にくい「秋田プチクリー

ム」、鮮橙黄色で花粉の出ない「秋田プチゴールド」、

鮮黄色で花粉の出ない「秋田プチレモン」の4品種

を育成した。
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Summarダ■

Improvementand establishment of some techniques for the breeding

programS uSing wide crossin Lily

Yukio ASARI，HidekiYAMAMOTO，

MasamiMATOand Kazumitsu MIYOSHI

MS mediumwith0．1mgL－l picloramand O．1mgL－1kinetin was revealed to rescue mal－

formedembryossuccessfully，Whichdbtainedininterspecifichybridizationandcouldbeap－

pliedin breeding programsinstead of nu柑e Culture whichis considered to bel血r

COnSumingandsufferingthe contaエ血nationbymicroorganisms．Rapidandreliableanalysis

byisozyme aswellasRAPDmarkerswereachievedtoselecttheirlterSpeCifichybridfrom

the putative hybrid popdations．Tetraploid of L．X伽mokngfplantS Wereinducedinvitro

by O．05％　coIchicine supplementedin MS medium The ploidylevel was successfully re－

Vとaledby・fk）WCytOmetry．Arhong50plantlets dbtained afttr the coIchicines treatmentin

vitro，7tetraploid plantS Were maturedand gaveanthesis．We had obtained491plantlets

bywide crossinLily，and we selected191ines by agronomic trait等．Four Asiatic hybrids，

一一Akita－queen”，l’AkitapetitcreamTl，■’Akitapetitgold’一，and’．Akitapetitlemon’’Were obtained

byembryoculture methodwhichwehadimprovedinthepresentprogramandtheywere

released to the public．



写真1育成系統と両親品種

（左：R・S95－1、中：雪山1号、右：佐渡紅）

写真2　コルヒチン処理個体の開花状況

写真3　育成した遠縁交雑系統の一部

（上段：LAタイプ、下段左■中：LOタイプ、下段右：TOタイプ）



写真4　アキタクイーン

写真6　秋田プチゴールド

写真5　秋田プチクリーム

写真7　秋田プチレモン




